
｢日本ダムアワード2015｣にて鬼怒川４ダムが大賞を受賞

｢日本ダムアワード２０１５｣が東京カルチャーカルチャー(お台場)にて１２月２６日（土）開催され、

『鬼怒川４ダム』がダム大賞を受賞しました。

■ダム大賞｜鬼怒川４ダム

□放流賞｜湯田ダム｜ノミネート（全８ダム）

下久保ダム（群馬県/埼玉県）、川治ダム（栃木県）、川俣ダム（栃木県）、湯田ダム（岩手県）、真名川ダム（福井県）、

内海ダム（香川県）、切目川ダム（和歌山県）、黒又ダム（新潟県）

※川治ダム、川俣ダムではクレストゲートからの点検放流時に見学会を実施しました。

□イベント賞｜七ヶ宿ダム｜ノミネート（全４イベント）

矢木沢ダム・奈良俣ダム冬季見学会（群馬県）、三浦ダム・王滝川ダム見学ツアー（長野県）、七ヶ宿ダム特別見学会

（宮城県）、十勝ダム30周年記念行事（北海道）

□低水管理賞｜目屋ダム｜ノミネート（全６ダム）

目屋ダム（青森県）、釜房ダム（宮城県）、鳴子ダム（宮城県）、白川ダム（山形県）、胆沢ダム（岩手県）、

草木ダム（群馬県）

□洪水調節賞｜七川ダム｜ノミネート（全４ダム）

七川ダム（和歌山県）、鬼怒川４ダム（五十里ダム・川治ダム・川俣ダム・湯西川ダム）（栃木県）、池原ダム（奈良県）、

釜房ダム（宮城県）

□プレゼンター

萩原雅紀氏（ダムライター、デイリーポータルＺ・ＨＰ｢ダムサイト｣管理人｣

琉氏（ダム王子・ＨＰ｢ＤａｍＪａｐａｎ｣管理人）

星野夕陽氏（ＨＰ｢ちょいとダムに行ってくる｣管理人）

夕顔氏（ＨＰ｢夕顔的日常｣管理人）

夜雀氏（ＨＰ｢雀の社会科見学帖｣管理人）

ＮＯＷ２０００氏（ＨＰ｢おぼえがき｣管理人）

ダムアワードとは（日本ダムアワードＨＰより）

洪水の調節 や生活用水の確保、発電など、われわれの生活

に欠かすことのできないダム。しかし、ダムが洪水や渇水の被害

を低減させた、というような活躍がマスコミ等で報道されたことは

極めて少ない。そこで、一般のダムファンがダムのさまざまな活躍

を表に出して讃えることによって、ダム業界とダムファンの方々の

活性化に寄与すると同時に、広く一般にダムの役割や効果をわか

りやすく周知させることを目的とする。

会場の様子 各部門の受賞 ｢鬼怒川４ダム｣プレゼンター星野氏




